
議案第４９号 

八幡浜市農産物加工施設の設置及び管理に関する条例の制定について 

標記条例を次のように制定する。 

  平成２９年６月６日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

八幡浜市農産物加工施設の設置及び管理に関する条例 

（目的） 

第１条 この条例は、柑橘類をはじめとする八幡浜市の農産物を加工できる場を

提供し、加工品の開発、製造及び販売を通して農家の創意工夫を促し、生きが

い創造の場とするとともに、農産物の高付加価値化を図り農家の所得向上に寄

与するため、八幡浜市農産物加工施設（以下「加工施設」という。）の設置及

び管理に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 加工施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

⑴ 名称 八幡浜市農産物加工施設 

⑵ 位置 八幡浜市保内町宮内１番耕地５３５番地１ 

（利用の許可） 

第３条 加工施設を利用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなけれ

ばならない。 

２ 市長は、前項の許可に際し、管理上必要な条件を付することができる。 

（利用の制限） 

第４条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用を許可しないもの

とする。 

⑴ 事業内容が地元農産物の付加価値向上に資するものでないとき。 

⑵ 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

⑶ 建物、設備又は器具等を損傷するおそれがあるとき。 

⑷ 施設の管理運営上支障があると認められるとき。 

⑸ 前各号に掲げる場合のほか、市長が、その利用を不適当と認めるとき。 

（目的外利用等の禁止） 
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第５条 加工施設の利用について許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、

許可を受けた目的以外に加工施設を利用し、又はその権利を譲渡し、若しくは

転貸してはならない。 

（使用料） 

第６条 加工施設の使用料は、次に掲げる表のとおりとする。 

項 目 金 額 

施設使用料 月額 ９２，８８０円 

機器使用料 月額 １４４，７２０円 

（利用者の費用負担） 

第７条 市長は、前条に規定する使用料のほか、規則で定める費用を利用者に負

担させることができる。 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、公益上その他特別の事由により、特に必要と認めたときは、使

用料を減額し、又は免除することができる。 

（使用料の不返還） 

第９条 既納の使用料は、返還しない。ただし、やむを得ない事由に基づき加工

施設の利用を中止した場合において、市長が返還することを相当と認めた場合

は、既納の使用料の全部又は一部を返還することができる。 

（利用許可の取消し等） 

第１０条 市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、そ

の利用許可を取り消し、又は中止を命ずることができる。 

⑴ 利用者が、この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。 

⑵ 利用者が、利用許可の条件に違反したとき。 

⑶ 利用許可の申請に偽りがあったとき。 

⑷ 利用者が、使用料を滞納したとき。 

⑸ 前各号に掲げる場合のほか、市長が不適当と認めたとき。 

（利用者の義務） 

第１１条 利用者は、建物、設備及び器具を善良な管理者の注意をもって利用し

なければならない。 

２ 利用者は、利用するために特別の設備をし、又は造作を加えようとするとき

は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

－126－　　



（原状回復の義務） 

第１２条 利用者は、加工施設の利用が終わったとき、又は第１０条の規定によ

り利用の許可を取り消され、若しくは利用を中止されたときは、自己の負担に

おいてこれを原状に復し、市長の検査を受けなければならない。 

（損害賠償の義務） 

第１３条 利用者は、加工施設を利用中に建物、設備又は器具を損傷し、又は滅

失したときは、何人の行為であるかを問わず市長が定める額を損害賠償しなけ

ればならない。 

（運営委員会） 

第１４条 加工施設に、施設運営、商品開発、研修会及び市場調査の支援を行う

ため、八幡浜市農産物加工施設運営委員会（以下「運営委員会」という。）を

置く。 

２ 運営委員会は、加工施設で製造された商品販売の審査等を行う。 

３ 前項に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、別に定め

る。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から６月を超えない範囲内において、規則で定める日か

ら施行する。 

 

 

提案理由 

  柑橘類をはじめとする八幡浜市の農産物を加工できる場を提供し、加工品の

開発、製造及び販売を通して農家の創意工夫を促し、生きがい創造の場とする

とともに、農家の所得向上に寄与するため。 
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